
横浜市の汚染状況から何がわかるか？  

 福島原発に事故で 3 月以降、横浜市のあちこちで放射線が高い場所見つかるよ

うになり、横浜市は 2011 年９月「広報よこはま放射線特集」を発行した。横浜

市は安全をＰＲするために広報誌だったが、データをよく見ると放射線というも 

のが「見えてくる」。 

 

 

まず、グラフを見た直感は 

１．数ヶ月経っても事故以前より放射線レベルは上がっている。 

２．放射線量は福島と比べて 100 分の１にも満たないが、減り方が類似している。 

３．減衰曲線が指数関数的である。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

生徒には上のような図をグラフに書かせた。 

 

[考察] 

１．事故の前後で放射線量が高くなっている。→ ａ＝約 0．01 μSv/h 

２．低線量被曝にしきい値がなく、被曝量に癌による死亡が比例するとすると、

この被曝で増加する死者は横浜市では単純計算で何人になるか。横浜市の人口は

約 370 万人とする。   

３．半減期を読み取る。→ b 

４．放射線量のレベルは大きく違うが減衰している傾向が福島と同じ。これをど

う考えるか 

５．２５０ｋｍ離れたところで同じ傾向であることどういうことだろうか？ 

粒子が拡散するということを考察してみよう。 

 

 

 

 



[解説] 

 考察の１と２ 

国際放射線防護委員会（ICRP）の基準では年間１Sv の被曝で５％の人が癌で死

亡するとされている。 

グラフから 0．01μSv/h の被曝量の増加と読み取ると、一時間毎に 0．01μ

Sv 

１年間には 0．01×24 時間×365 日＝87．65μSv の増加ということになる。 

１Sv の被曝で５％、100 人に 5 人。100 万人に 5 万人。 

１Sv の 1000 分の１の１mSv だと 100 万人に 500 人 

１mSv の 1000 分の１の１μSv だと 100 万人に 0．5 人 

87．65μSv だと 0．5×87．65＝43．8 人 となる 

人口が 370 万人だからその３．７倍 43．8×3．7＝１６２人。 

 

考察の３ 

 グラフから読み取れる半減期の日数 b はほぼ 8 日に近い。つまりヨウ素の影響

が多いと考えられる。また、ずに示されたように放射線レベルが４分の１になる

までは 16 日以上かかっているのは他の半減期の長い核種セシウムの影響がある

からと推測できる。 

下のグラフはヨウ素 131（半減期８日）が 1 兆ベクレル、セシウム 137（半減期

30 年）1000 億ベクレルが始めにあった時の放射線がどのように減衰するかを示

し た グ ラ フ 。 ヨ ウ 素 だ け の 減 衰 曲 線 よ り 、 カ ー ブ が 右 に ず れ る 。

 
 

 

 

 



考察の４ 

 事故初期は半減期 8 日のヨウ素１３１の放射線量の効果が大きくかった。その

後放射性物質が次から次へと大量に供給されたのではなく、事故によって放出さ

れた特定の放射性物質が残留している。 

 

考察の５ 

 ビーカーにインキを数滴垂らしてみると拡散の様子が視覚的にわかる。時間を

置くと一様になるが、拡散しているあいだは拡散の先頭は薄い。拡散の途中で雪

や雨で地面に降り注いだわけだから、発生源に近いほうが汚染されている。汚染

物質は同じなので、放射性物質の半減期が減衰の原因とすると距離は離れても同

じ減衰曲線となる。 

 


